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１                                                             社会福祉法人いずみ会 袖ケ浦学園  

ＢＢＱ会 
5 月 20 日(日)、今年度からの新たな行事として、ＢＢＱ会を開催しました。 

週間天気予報では雨でしたが、幸い晴天に恵まれました。多くの保護者の方々にもご参加いただき、

とても楽しいひとときとなりました。 

食事は、皆さまに楽しんでいただけるよう、カルビ、牛タン、ホルモンなどのお肉の他、焼きそば、パン、

フルーツ、ケーキ、ドリンクなど、数多く用意させていただきました。皆さま、とても嬉しそうにお食事をさ

れていました。 

鉄板で焼かれたお肉の香りが食欲を誘い、利用者の皆さまは、いつも以上に笑顔でモリモリと頬張っ

ていらっしゃいました。心から開催して良かったと思いました（もちろん、皆さまが食べ過ぎないよう留意し

ました）。 

来年度も、ＢＢＱ会を通して、利用者や保護者の皆さまと再び楽しい交流の場を設けたく思います。

来年度も、多くの方々のご参加をお待ちしております。                 総括  吉田 将人 

                              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

                                                                                                                                                

お肉美味しい～♪ 

キャンプ好きの

職員が持参した

ハンモック、とて

も人気でした。 
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 5月 27日（日）に『千葉県障害者スポーツ大会』

が開催され、スポーツクラブに所属している利用

者様 10名（大会出場者 6名・応援者 4名）と、職

員 6名の計 16名が大会に参加しました。 

  

当日は天候にも恵まれ、スポーツ日和となりま

した。大会がおこなわれる千葉県総合スポーツセ

ンター陸上競技場までは、学園のマイクロバスで

向かいました。到着してから競技に出場するまで

あまり時間がなく、急いで準備運動をおこないま

した。利用者の皆さまは、普段に比べて少し緊張

していたせいか、表情や動きは硬かったように思

います。 

出場者 6名のうち、5名が最初の競技種目であ

る 50ｍ走に参加しました。結果は、3 名が表彰台

に上がる好成績を出し、1名が金メダルを、2名が

銀メダルを授賞しました。朝練やクラブ活動の練

習の成果が出た結果となりました。 

 

 午前の出場種目が終わると、待ちにまったラン

チタイムです。利用者の皆さまの中には、大会へ

の参加や応援以上に、この時間を楽しみにして

いた方もいらっしゃったはずです……。（笑） 

 今回は事前にリクエストを聞いており、「カツ丼

弁当」と「カツカレー弁当」を注文しました。皆さま、

ものすごい勢いで食べ始め、「美味しい～♪」と

喜んでおられました。私もお弁当が美味しくて、

つい食べることに集中してしま

い、食事中の利用者様の“最

高の笑顔”を撮影するのを忘

れてしまいした。申し訳ありま

せん。 

 

 

午後は、利用者様 1名が長距離・1500ｍ走に

参加されました。結果は、表彰台まであと 1歩で

したが、午後になり日射しも強くなってきた中、よ

く頑張られたと思います。こちらも練習の成果が

発揮されました。 

 

 すべての参加競技が終

了し、後片づけをして競技

場を出た後は、市原ＳＡで

各自おやつを購入し、袖

ケ浦公園でいただきました。

昼食をとってからそれほど時間が経っていません

でしたが、美味しそうにたくさん召し上がっていま

した。その後、公園内を散策し、菖蒲やあやめな

どを鑑賞しました。 

 

 

 今回は、参加者 6名のうち、3名がメダルを授与

され、怪我人もなく、元気に楽しく大会に参加す

ることができました。 

4月より、スポーツクラブの職員 5名のうち 3名

が新たに加わりました。私自身もスポーツが大好

きで趣味でもあるため、今回スポーツクラブで活

動できるようにと、希望を出して担当となりました。

初めてのことばかりで慣れないことも多く、頼りな

いとは思いますが、利用者の皆さまがスポーツを

通じて明るく楽しい学園生活を送ることができるよ

う支援していきたいと思います。 

スポーツクラブ 笹生 哲司 
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野球観戦 
 4 月 11 日(水)、ＺＯＺＯマリンスタジアムに、鈴木雄二様と野球観戦に行って来ました。雄二様はカレ

ンダーに印をつけると、「4月 11日やきゅう、4月 11日やきゅう、4月 11……たかのさんとゆうじさん」とつ

ぶやき続けていらっしゃいました。平島主任には、これでもかと頻繁に確認していらっしゃいました。 

普段のおこないが良かったのか、当日の天気は快晴……しかし強風（風速 15 メートル）でした。やや

寒いなか、お弁当を食べながら試合開始を待っていると、私たちの前に千葉ロッテマリーンズの井口監

督がいらっしゃるではないですか！施設長のユニホームだというのも忘れ、思わず「サインしてくださ

い！」と詰め寄り、サインの獲得に成功！雄二様とニンマリ。そのユニホームを着てしばらく応援し、大満

足のなか、マリンスタジアムを後にしました。                              高野 啓介        

 

 

 

 4 月 18 日(水)、野球観戦 2 組目として、女性 4 名で再びＺＯＺＯマリンスタジアムへ行って来ました。 

野球観戦前、千葉ロッテマリーンズのマスコットキャラクター、マーくんとの記念撮影に滑り込みセーフ。

その後は九十九里の焼き蛤を無料配布していたので、観戦前の腹ごしらえ♪焼きたてプリプリの蛤、と

ても美味しかったです(*´∀｀*) 4 人ともペロリと食べてしまいました。 

それから、夕食のお弁当を各自で購入し、いざ観戦席へ！！席は 2 列目で選手にほど近く、迫力が

ありました。私は人生初のプロ野球観戦でしたが、やはりプロは違いますね！！自分のところへ飛んでく

るわけでもないのに、ファウルボールに終始ビビリまくりでした（笑）。 

穐田様と陶山様はとにかくお弁当に夢中で「花より団子」でしたが、皆での応援も盛り上がり、楽しい

野球観戦となりました。                                           若井 春香 
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♪音楽療法♪ 
 

 5月 20日（日）は毎月恒例の音楽療法でしたが、その日は保護者様にも参加していただきました。皆で

一緒に歌を歌ったり、音楽療法士の先生が奏でるピアノを聴きながら、楽器を鳴らして楽しみました。 

後半は、『パラバルーン』という円形の軽い布のふちを、全員でタイミングよく上下させたり回転させたりし

て遊ぶレクリエーションをおこないました。 

利用者の皆さまをはじめ、保護者の皆さまも笑顔が絶えない音楽療法でした。 

通常、長洞
ながほら

先生、髙間
た か ま

先生、斉田
さ い た

先生の 3名の音楽療法士の先生に月 2名ずつお越しいただいており

ますが、この日はＢＢＱ会も開催されたため、3名とも来園していただき、ＢＢＱ会にも参加していただきまし

た。                                                         西井 樹 
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今年度よりチャレンジ班のリーダーとなりました高野です。日に日に白髪と体重が増え続け、減量

を本気で考えはじめた今日この頃です。 

さて、チャレンジ班は今年度も利用者様 11名、職員 5名の体制で活動します。 

活動内容は、屋内での自立課題（屋内の机上でおこなう学習的な活動）を中心に組み立てていく

予定です。構造化や応用行動分析の手法は継続し、そのなかで利用者様一人ひとりの能力を把握

し、得意な部分を伸ばしていく、できることを増やしていくことで、利用者の皆さまにとって今後の人

生にプラスになるような活動にしていきたいと考えています。            リーダー 高野 啓介 

4月から G メン班のリーダーを務める小髙（おだか）です。 

入職後はステップ班に配属され、その後にスマイル班へ異動し、今年度より G メン班の所属となり

ました。 

屋内での活動が主体の班から、主に屋外で活動する班へ異動となり、年齢的に体力が持つの

か、少ない髪の毛は維持できるのか、心配です。 

今年度は、利用者様 10名、男性職員 4名・女性職員 1名の総勢 15名で活動します。 

私のモットーは、「決して無理はしない。欲張らない。できることを確実におこなう。」です。 

皆で協力して大切に育てた作物を、収穫・販売し、喜び・感動・幸せを分かち合えるような班にし

ていきたいと考えています。                               リーダー 小髙 栄一 
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今年度は、職員 5名（男性 2名・女性 3名）体制で利用者様 11名（男性 8名・女性 3名）

と一緒にステップ班を盛り上げていきます♪ 

私をはじめ 3人の職員が他の班から異動してきました。戸惑いもありますが、職員間の連

携を図り、利用者の皆さまに沿った活動や支援を心がけていきたいと思います。 

今年度は、活動内容を見直し、作業棟の環境を整えました。作業棟内では活動場所を各ブ

ースに分けて個別活動をおこなっています。試行錯誤しつつも、班員と話し合い活動しやす

い環境を整えていきたいと思っています。活動だけでなく、外出なども積極的におこなう予

定です。                           リーダー 片山 奈緖 

今年度より、スマイル班から分かれ、『に

っこり班』として、利用者様 12名、職員 6

名の計 18名で活動などをおこなっていま

す。 

今年度の目標は、いつも笑顔で明るく元

気で過すことができる環境を提供すること

です。活動内容は、各職員から案を提案し

てもらい、良いものは積極的にトライして

いこうと思っています。 

         リーダー 桒田 進      

 

 

 

 

                                     

今年度より、スマイル班から分かれ、高齢

の利用者様を中心とした 5名で『ほほえみ班』

がスタートしました。日光浴や体力維持の運

動などを中心に活動しています。 

また、日々の楽しみとなるよう、野菜の栽

培にも挑戦しています！笑顔が絶えない楽し

い毎日を送れるよう、職員も元気いっぱい支

援していきます。  リーダー 若井 春香 

ステップ班 
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毎月実施している美化活動の一部を紹介したいと思います。5月の美化活動は除草作業でした。グ

ラウンドから建物周りや駐車場にいたるまで、除草しました。草が伸びやすい時期の除草作業はとても

大変です。 

職員と利用者の一部の方々で、暑い最中水分補給をしながら作業をおこないました。大変ではあり

ましたが、綺麗になったグラウンドで遊ぶ利用者の皆さまの笑顔を見ていると、「暑い中、大変な除草

作業だったが、頑張って良かったなぁ。」との感想が職員から聞かれました。  環境美化係 桒田 進                                                                                                       

 

 袖ケ浦学園では毎月１回、防災訓練を実施しています。ご存知でしょうか？ 

今年度からは、利用者の皆さまにも防災頭巾を着用してもらっています。 

下の写真は、初めて着用してもらったときの様子です。意外と言っては失礼にあたるかもしれません

が、驚くほど自然に着用してくださったことに感動すら覚えました。 

しかし、利用者の皆さまを安全でかつ迅速に避難させるための方法は、依然として模索中です。 

最近、さまざまな施設における火災のニュースを聞くようになり、緊張感をもって防災訓練を実施して

いかなければと思っているところです。                        防災委員会 関塚 守克 
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 職員コラム 

  
最近、いかがお過ごしでしょうか？このコラムが読まれるのは、じめじめと蒸し暑い梅雨の時期だと思

います。梅雨が過ぎると夏真っ盛り。今年も３０℃をゆうに超えるような暑い日々がやってきそうで、今か

ら滅入ってします。 

夏と言えば一般に思い浮かべるのは海ですが、私は今年の夏、山登りに挑戦します。昨年から月に

１回程度、登山をしています。なぜなら、体を動かすような趣味を作りたかったからであり、激しい動きを

ともなうスポーツは無理かなと思ったからです。サッカーや野球も好きで、子供の頃はよくサッカーをし

ていましたが、大人になってするのは、話が別です。 

そうした訳で始めた登山ですが、最初は日帰りで帰って来られるような山を想像していたにもかかわ

らず、行く山は標高 2,500ｍ以上の山ばかりでした。一泊二日の登山で、テント用具、食材、水を背負っ

て登りで約１０時間、下りで約８時間。ただ歩くだけと侮ることなかれ。登るのも体力を使いますが、下る

のはひざに負担がかかります。情けないことに最初の登山では、下山まであと少しというところで足が痙

攣してしまいました。登山は山頂までではなく、下山までが勝負ということを痛感しました。その悔しさか

らか、もう懲りたと思ったのに、何度も同じような山に挑戦しています。 

山頂からの景色は綺麗ですし、達成感もかなり味わえます。日帰りで行けて紅葉も楽しめる山も多い

ので、機会があれば、ぜひ一度、この秋にでも挑戦してみてはいかがでしょうか？      和田 浩平                                                 

 

 

 

皆さん、コミュニケーションのツールは言葉だけだと思っていませんか？たしかに意思疎通や自己表

現の一つとして言葉が使用されていますが、他にもコミュニケーションの取り方は数多くあります。 

最近私が注目しているのは、ノンバーバル・コミュニケーションです。人の印象は、視覚情報（見た

目、しぐさ、表情、視線など）で 55%が、聴覚情報（声の質・大きさ、テンポなど）で 38％が、言語情報（話

す言葉そのものの意味）で 7%が決まると言われています。つまり、人の印象は、言葉以外の非言語的

な要素で 93%が決まるのです。 

ノンバーバル・コミュニケーションとは、視覚情報と聴覚情報を利用することで、相手のそのときの状

況を理解することができるというコミュニケーション方法です。言葉を発しなくても、利用者様の視覚情

報から、「今日はいつもと違うな」「調子が良さそう」「不機嫌だな」といったように利用者の意思をくみ取

ることができます。言うまでもなく、利用者様と過ごす時間が長ければ長いほど、その情報は増加してい

きます。 

こうしたノンバーバル・コミュニケーションは、人間以外の生物にもあるようです。たとえば、猫が相手

の目を見て柔らかく「にゃん」と言ったときは「大好き」と言っているそうです。猫は、鳴き方、雰囲気、し

ぐさで自分の意思を表現しており、まさにノンバーバル・コミュニケーションに他なりません。猫とおしゃ

べりする生活にあこがれる今日この頃です。                           中村 万貴子                             

 

 

登山のすすめ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1527652676/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9pbWFnZXMvMjAxNzA2LzEycy9wdWJsaWNkb21haW5xLTAwMTAwMjh1aWIuanBn/RS=^ADB9A.PF1nC9DZcIFX_lnSFRLNuab8-;_ylt=A2RimV3EzwxbghQAaQCU3uV7
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【法人の経営】 

1. 理事会の開催   平成 29年 6月（2回）・9月・12月、平成 30年 3月 

2. 評議員会の開催 平成 29年 6月・11月・12月・平成 30年 3月 

 

【障害者支援施設の運営】 

1. 「袖ケ浦学園」の運営  施設入所支援、生活介護、短期入所、相談支援 

2. 事業の概要 

⚫ 前年度の方針を受け継ぎ、障害者総合支援法に基づいて利用者の視点から支援をおこなっ

た。 

⚫ インフルエンザ・マイコプラズマ・ノロウィルス等による感染症に感染することもなく、一年を平穏

に過ごすことができた。 

⚫ 日中活動においては、定期的に実施している作業療法や音楽療法が定着してきている。 

⚫ 利用者の高齢化・重度化が進展するにともない、夜勤体制を 2名から 3名に変更した。 

⚫ グループホーム（共同生活援助事業）用地を購入した。 

3. 職員の状況 

（平成 30年 3月 31日現在）                                          （人） 

 施設長 
事務・ 

管理部 

サービス 

管理責任者 

生活 

支援員 
看護職員 栄養士 清掃員 計 

正規職員 1 2 1 21 1 1 0 27 

期間契約 

職員 
0 1 0 8 0 0 1 10 

計 1 3 1 29 1 1 1 37 

 

平成 29年度 施設長 
事務・ 

管理部 

サービス 

管理責任者 

生活 

支援員 
看護職員 栄養士 清掃員 計 

入

職 

正規職員 0 0 0 4 1 0 0 5 

期間契約 

職員 
0 0 0 4 0 0 0 4 

退

職 

正規職員 0 0 0 1 1 0 0 2 

期間契約 

職員 
0 0 0 7 0 0 0 7 
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4. 利用者の状況…年間延べ利用者数 （平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月） 

 (1)施設入所支援 年合計 17,472 人 (2)生活介護 年合計 12,444 人 (3)短期入所 年合計 213 人 

【年齢別表】             （人） 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 計 

男 性 1 7 12 11 3 1 2 0 37 

女 性 0 0 3 3 2 2 2 0 12 

計 1 7 15 14 5 3 4 0 49 

【障害の状況（障害支援区分）】 

  1 2 3 4 5 6 計 

男 性 0 0 0 5 14 18 37 

女 性 0 0 0 2 0 10 12 

計 0 0 0 7 14 28 49 

※平均障害支援区分は約 5.43。 

5. 年間実施行事 

誕生日会、親子遠足、クリスマス食事会、保護者交流会、プール外出、地域交流（お祭り等）、 

班外出、クラブ外出他 

6. 職員研修状況 

（1） 施設内研修…作業療法 9 回、音楽療法 11 回 

（2） 施設外研修…全職員対象 67 項目 

7. 各種会議の実施状況 

職員会議、企画運営会議、ケース会議、支援員会議、給食会議、各種業務会議等 

8. 事故・ヒヤリハット報告 

怪我等発見報告…39 件、ヒヤリハット報告…8 件、事故報告…34 件（うち、千葉県および市区町村に

提出したもの…8 件） 

9. 利用者の健康管理 

健康診断…年 2 回、嘱託医による診察…月 2 回、インフルエンザ予防接種…年 1 回、 

歯科受診…週 1 回 

がん検診…該当者のみ 

 

【相談支援事業の運営】 

1. 「相談支援センター 晴」の運営  

相談支援利用人数…44 人（平成 30 年 3 月 31 日現在） 
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          山口 朱夏様 21歳 

          6月 1日入所 

           

常盤 郁人様 18歳 

          4月 1日入所 

 

          D・A様 18歳 

          3月 27日入所 

〒299-0205 

千葉県袖ケ浦市上泉 1767-21 

社会福祉法人いずみ会 

URL：http://izumi-kai.com 

 

袖ケ浦学園 

TEL：0438-75-4585 

E-mail：

izumikai@vanilla.ocn.ne.jp 

 

相談支援センター 晴（ハル） 

TEL：0438-97-5118 

E-mail：

haru-soudan@kind.ocn.ne.jp 

 

 

【編集後記】 

 

 

 

 

 

梅雨に入り、蒸し暑くなってきましたね。蒸し暑さは苦手なの

で、早く夏になってほしい気持ちと真夏の暑さがどのくらいになる

のか心配な気持ちでいっぱいの私です。 

スポーツが大好きな私としては、今年は 4年に 1度の冬季五輪

……ではなく、冬季五輪が開催された年の夏に開催されるサッカ

ーワールドカップ！！大会直前にハリルホジッチ氏から西野氏に

監督が代わり、心配していますが、最低でも予選を突破しベスト

16に進出してほしいと願っています。頑張れ、ニッポン！  笹生      

生活支援員 和田
わ だ

 浩
こう

平
へい

  

4 月より入職いたしました

笠原です。まだまだ分からな

いことも多く、勉強の毎日で

すが、利用者の皆さまと楽し

く過ごしていきたいです。よろ

しくお願いいたします。 

2 月に入職いたしました和田

です。チャレンジ班に所属して

います。利用者の皆さまと一緒

に活動したり、外出に行ったり

して、施設での生活が居心地

のよいものとなるよう、頑張って

まいります。よろしくお願いいた

します。    

5月より入職いたしました白

井です。利用者の皆さまの生

活のお手伝いをさせていただ

ければと考えています。また、

先々を見据えて、機能維持

やご自身でできることなど、幅

を広げる支援に努めてまいり

ます。よろしくお願いいたしま

す。 

生活支援員 笠原
かさはら

 詩緒莉
し お り

  

生活支援員  白井
し ら い

 琢
たく

哉
や

 

新しいおともだちが増えました♪ 

退職者：高柳有起生活支援員、大野紀子生活支援員、森恵子生活支援員、

山本清美生活支援員、齋藤節子生活支援員 

 

[広報担当職員] 吉田（美）・若井・西井・笹生 

 


